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▶人口：19,313人（前年同月比：+59人）　
▶世帯数：7,506世帯（前年同月比：+159世帯）
▶交通事故発生件数：６件（累計：19件）
▶犯罪発生件数：情報なし（累計：９件）
▶火災発生件数：１件（累計：２件）
※人口、世帯数：令和５年１月１日現在
※事故等発生件数：令和４年12月発生分
　ただし、犯罪発生件数の累計数は令和４年11月末現在
※累計：令和４年４月1日～令和４年12月31日

豊田市藤岡地区のゆるキャラ
藤っ子　ふうちゃん

藤岡地区データ

※カラー版は
　こちらから確認

お知らせ

創業相談窓口
◯とき　毎週月曜日　午前10
時～午後４時　◯ところ　藤岡
商工会　◯内容　創業に必要な
準備等の相談　◯対象者　創業
予定者（創業に関心、興味のあ
る方）　◯参加費　無料　◯申
込み　窓口または電話にて受付中

ファイト・Ｋ・Ｂ（ボクシングエクササイズ）
◯とき　毎週金曜日　午後１時30分～２時30分　◯と
ころ　藤岡ふれあいの館　◯内容
　キックとパンチを取り入れたエ
クササイズでストレス発散と脂肪
燃焼　◯定員　先着20人　◯参
加費　2,000円／月　◯持ち物
室内シューズ、ヨガマット、タオ
ル、飲み物　◯申込み　受付中

親子リトミック教室
◯とき　４月～11月の第２・第４木曜日　午前10時30
分～11時15分　◯ところ　藤岡ふれあいの館　◯内容
　リズム遊び、製作遊び、表現
遊び、絵本の読み聞かせなど　
◯定員　先着15組　◯対象者
６か月以上の未就園児とその保
護者　◯参加費　600円／回　
◯持ち物　動きやすい服装、タ
オル、飲み物　◯申込み　受付中

３月石畳朝市
◯とき　３月４日（土）午前10時～正午　◯内容　ス
テージ、広場（フリーマーケット、屋台）、マレットゴ
ルフ大会、季節足湯『よもぎ湯』

４月石畳朝市
◯とき　４月１日（土）午前10時～正午　◯内容　ス
テージ、広場（フリーマーケッ
ト、屋台）、マレットゴルフ大
会、季節足湯『花湯』

みどりづくり研修
※申込みは、電話かホームページで受付（先着順）
①キンモクセイの整枝・剪定
◯とき　３月３日（金）①午
前10時～正午　②午後１時～
３時　◯ところ　緑化セン
ター実習舎　◯内容　キンモ
クセイの管理のポイントを学
び、整枝・剪定実習を行う　
◯定員　各回先着25名　◯申
込み　受付中

②ツバキの整枝・剪定
◯とき　３月４日（土）①午前10時～正午　②午後１
時～３時　◯ところ　緑化センター実習舎　◯内容　ツ
バキの整枝・剪定実習を行うとともに、樹形のつくり方
についても学ぶ　◯定員　各回先着25名　◯申込み
受付中

野鳥観察会Ⅳ
◯とき　３月５日（日）午前
９時30分～11時30分　◯とこ
ろ　昭和の森交流館附属棟に
集合（雨天決行）　◯内容
木々の芽吹きの中、さえずり
出した野鳥を観察する　◯定
員　なし　◯参加費　無料　◯申込み　当日直接会場

季節の花めぐり
①可憐なミスミソウ　②黄金色に輝くミモザ
◯とき　①３月８日（水）②３月25日（土）午前10時
～正午　◯ところ　緑化セン
ター相談コーナー前に集合（雨
天決行）　◯内容　園内を散策
しながら季節の花や施設につい
て案内　◯定員　なし　◯参加
費　無料　◯申込み　当日直接
会場

昭和の森を歩く会
①春の芽吹き　②春のかおり
◯とき　①３月11日（土）　②３月26日（日）午前９
時30分～11時45分　◯ところ　昭和の森交流館前に集
合（雨天決行）　◯内容　昭和の森の花・鳥・虫などを
観察する　◯定員　なし　◯参加費　無料　◯申込み
当日直接会場

藤岡商工会から（☎76・2612） 愛知県緑化センターから（☎76・2109）

藤岡ふれあいの館から（☎75・2105）

石畳ふれあい広場から（☎76・6577）

　98人が参加した式典では、代
表により誓いの言葉が述べられ、
藤岡中学生による藤中ソーラン
隊演舞が式典に花を添えました。
　催しの最後には、一人ひとり
の誓いを込めたドリームバルー
ンを、晴れ渡った大空に一斉に
放ちました。

藤岡地区  二十歳のつどい
藤岡ふれあいの館

1.8（日）

　スーツや晴れ着姿の127人の参加
者が式典に臨み、記念行事では記
念撮影や抽選会などが催され、友
人との久々の再会を喜んでいました。



Fujioka Information

昭和47年7月
豪雨災害から50年

特別連載企画
防災コラム⑩

　前ページで紹介したとおり、地域課題解決事業として『次世代につなごう！「47
災害体験者の記録」語り継ぎ事業』に取り組みます。この事業は、特に人的被害の

大きかった、藤岡・藤岡南・小原・石野地区での合同事業です。
　当事業は、藤岡・藤岡南地区で災害体験をされた住民の方に「語り
部」として当時の記憶を話していただき、語り継ぐべき貴重な資料とし
て冊子や映像の形で残していき、災害を知らない世代への継承や地域で
の資料として活用していきます。
　この事業の趣旨に賛同いただき、「語り部」としてご協力が可能な方
は、ぜひ藤岡支所までご連絡ください。
問合せ　藤岡支所　地域振興担当　電話76−2102

今年度のわくわく事業を紹介します

　地域課題解決事業とは、住みやすい地域づくりのために、地域で共通認識された課題の解決策を市の施策に反
映させ、効果的に地域課題を解消するための仕組みです。来年度は合計７つの事業に取り組みます。

地域課題解決事業 令和５年度に取り組む事業（案）をご紹介します

47災害体験者の「語り部」を募集します！

自然と環境を守り、子や孫の代にまで豊かな自然を残すことを目的に、花、樹木等を植
栽し、フジ回廊づくりや安全な健康ウォーキングが楽しめるようにウォーキングコース
整備をするとともに、ホタルの鑑賞会や紅葉のライトアップなどを通して人々の交流を
図っています。

【代表コメント】　わくわく事業として、紅葉まつり、ホタルの飼育・鑑賞会、フジの育成、散策路の整備、
不動の滝周辺の環境整備等、目標達成に向け活動しています。今年も６月８日～10日に、ホタルの鑑賞会
を実施します。皆様方の御来場をお待ちしております。　　　　　　　　　　　    （会長　中島勝幸）

木瀬四季の里山づくり実行委員会「木瀬地区の里山づくり事業」（藤岡地区）

本会は、自主防災会と連携して避難所運営を担うことと、地域の防災意識を高める
ことを目的に、石畳小学校を指定避難所とする８自治区により結成されました。
今年度は、避難所運営班の力量向上を目指すとともに、地域住民が災害対応の疑
似体験ができる防災訓練を実施しています。

【代表コメント】　防災は、自分や家族の命を守る「自助」が基本です。また自治区や自主防災会みんな
で助け合う「共助」も大切です。大規模災害が発生した場合、消防警察の活動や行政の援助などの「公
助」が手に届くまでには時間がかかります。この様な時に隣近所が声を掛け合い、助け合う「近助」が必
要となります。本会はこの「近助」を防災の要と捉え、事業を通じて「地域の絆」づくりに寄与し、地域の
防災力の向上をめざします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （代表　大石裕美）

藤岡北部防災会「藤岡北部防災事業」（藤岡地区）

安心・安全な防災事業（藤岡・４年目）
課題：地域によって災害時の課題が異なっている

ため、それぞれの地域性にあった効果的な
防災対策が必要である。

目的：藤岡地域内で効果的な防災対策が実施され、
住民の防災に対する意識を高める。

取組：①防災講演会の開催（藤岡地域全体）
　　　②既実施地区（御作小学

校区、飯野小学校区）
のフォローアップ

「防災ＳＡＫＵＲＡ」が咲くまちづくり事業（藤岡南・１年目）
課題：藤岡南地区の人口に対し、自主避難場所、指定避

難場所では収容しきれないため要支援者を優先的
に受け入れすることになるが、避難するべき人が
安全に避難する計画がほぼない。

目的：平常時の見守りができる地域支援者を増やし、要
支援者が安全に避難できる地域を目指す。

取組：①要支援者支援ネットワークの
構築（情報交換会・ワーク
ショップ）

　　　②避難行動要支援者
　　　　名簿制度の周知（出前講座）

石畳ふれあい広場魅力向上事業（藤岡・藤岡南合同・３年目）
課題：石畳ふれあい広場の利用者数の推移は、減少傾向にあ

り、地域住民で構成される施設管理者だけでは、魅力
ある観光まちづくりに取り組むには限界がある。

目的：石畳ふれあい広場の魅力にさらなる価値を加えること
で、将来にわたって地域住民や地区外の人にも活用さ
れ、親しまれる空間に発展させる。

取組：①マレットゴルフ場整備
　　　②景観づくり・修景整備（看板）
　　　③足湯魅力向上事業
　　　④朝市魅力活性化事業

健康づくり事業
（藤岡・藤岡南合同・15年目）
課題：日常生活の中で、自ら実践できる健康

づくりの環境が整っていない。
目的：健康づくりに取り組める環境を整備す

る。
取組：地域の自主グルー

プへの講師の派遣

「自慢したいまち」藤岡の魅力発掘・発信事業（藤岡・藤岡南合同・１年目）
課題：地域から藤岡・藤岡南地域の魅力ある物や場

所のPRや発掘に関する要望が複数あるが、
藤岡・藤岡南地域の観光資源を活用した魅力
向上に関する取組が不足している。

目的：地域の魅力等の地域情報が効果的に発信され
住民が地域に愛着を感じるとともに、地域内
外からの来訪者が増加している状態を目指す。

取組：①地域情報の一元集約方法の検討
　　　②新しい地域資源（フジバカマ、

アサギマダラ等）の情報発信
　　　③加茂丘高校と連携した観光PR

次世代につなごう！「47災害体験者の記録」語り継ぎ事業（藤岡・藤岡南合同・２年目）
課題：47災害から50年が経過し、災害体験者の高齢化により災害の記憶の風化が危惧される。また、過去の

体験談についても防災・減災の「教訓・教材」として十分に活かされていない。
目的：災害体験者による記憶や教訓を記録に残し、記録から得られた情報を地域全体の防

災・減災意識向上に活かし、発災時に地域住民が自ら考え、行動できる状態を目指す。
取組：①47災害体験者からの体験談の聞き書き・撮影
　　　②体験談を取りまとめた冊子・映像の制作

支障木伐採事業（藤岡・藤岡南合同・１年目）
課題：生活道路沿いの木竹整備が不十分な場所にお

いて、歩行者や自動車の通行阻害や視距不良、
路面凍結によるスリップ事故等の交通事故の
発生が懸念される箇所が多くみられる。

目的：交通の妨げになっている支障木の伐採をする
ことで、生活道路の安全性向上を図る。

取組：①要望箇所の洗い出し、地域住民の合意、地
権者への承諾

　　　②自治区からの要望書
取りまとめ、現場確
認、実施可否決定、
伐採実施

　　　③伐採した樹木等の利活用

　御作小学校の児童が描いた絵が藤岡地域バス（ふじバス）にラッ
ピングされ、19日にそのお披露目会が行われました。お披露目会で
はラッピングの絵を描いた澤田倖奈さん（４年）と澤野結月さん
（４年）が、「自分の絵がラッピングされてうれしい。」「藤岡の
魅力を知ってもらえたら。」と感想や描いた絵に込めた思いを述べ
ていました。

問合せ　藤岡支所　地域振興担当　電話 76−2102

御作小学校の児童の絵を、ふじバスにラッピング

取組：①地域情報の一元集約方法の検討

御作町の災害の様子

澤田倖奈さんの絵 澤野結月さんの絵

さわ だ ゆき な さわ の ゆ づき
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昭和47年7月
豪雨災害から50年

特別連載企画
防災コラム⑩

　前ページで紹介したとおり、地域課題解決事業として『次世代につなごう！「47
災害体験者の記録」語り継ぎ事業』に取り組みます。この事業は、特に人的被害の

大きかった、藤岡・藤岡南・小原・石野地区での合同事業です。
　当事業は、藤岡・藤岡南地区で災害体験をされた住民の方に「語り
部」として当時の記憶を話していただき、語り継ぐべき貴重な資料とし
て冊子や映像の形で残していき、災害を知らない世代への継承や地域で
の資料として活用していきます。
　この事業の趣旨に賛同いただき、「語り部」としてご協力が可能な方
は、ぜひ藤岡支所までご連絡ください。
問合せ　藤岡支所　地域振興担当　電話76−2102

今年度のわくわく事業を紹介します

　地域課題解決事業とは、住みやすい地域づくりのために、地域で共通認識された課題の解決策を市の施策に反
映させ、効果的に地域課題を解消するための仕組みです。来年度は合計７つの事業に取り組みます。

地域課題解決事業 令和５年度に取り組む事業（案）をご紹介します

47災害体験者の「語り部」を募集します！

自然と環境を守り、子や孫の代にまで豊かな自然を残すことを目的に、花、樹木等を植
栽し、フジ回廊づくりや安全な健康ウォーキングが楽しめるようにウォーキングコース
整備をするとともに、ホタルの鑑賞会や紅葉のライトアップなどを通して人々の交流を
図っています。

【代表コメント】　わくわく事業として、紅葉まつり、ホタルの飼育・鑑賞会、フジの育成、散策路の整備、
不動の滝周辺の環境整備等、目標達成に向け活動しています。今年も６月８日～10日に、ホタルの鑑賞会
を実施します。皆様方の御来場をお待ちしております。　　　　　　　　　　　    （会長　中島勝幸）

木瀬四季の里山づくり実行委員会「木瀬地区の里山づくり事業」（藤岡地区）

本会は、自主防災会と連携して避難所運営を担うことと、地域の防災意識を高める
ことを目的に、石畳小学校を指定避難所とする８自治区により結成されました。
今年度は、避難所運営班の力量向上を目指すとともに、地域住民が災害対応の疑
似体験ができる防災訓練を実施しています。

【代表コメント】　防災は、自分や家族の命を守る「自助」が基本です。また自治区や自主防災会みんな
で助け合う「共助」も大切です。大規模災害が発生した場合、消防警察の活動や行政の援助などの「公
助」が手に届くまでには時間がかかります。この様な時に隣近所が声を掛け合い、助け合う「近助」が必
要となります。本会はこの「近助」を防災の要と捉え、事業を通じて「地域の絆」づくりに寄与し、地域の
防災力の向上をめざします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （代表　大石裕美）

藤岡北部防災会「藤岡北部防災事業」（藤岡地区）

安心・安全な防災事業（藤岡・４年目）
課題：地域によって災害時の課題が異なっている

ため、それぞれの地域性にあった効果的な
防災対策が必要である。

目的：藤岡地域内で効果的な防災対策が実施され、
住民の防災に対する意識を高める。

取組：①防災講演会の開催（藤岡地域全体）
　　　②既実施地区（御作小学

校区、飯野小学校区）
のフォローアップ

「防災ＳＡＫＵＲＡ」が咲くまちづくり事業（藤岡南・１年目）
課題：藤岡南地区の人口に対し、自主避難場所、指定避

難場所では収容しきれないため要支援者を優先的
に受け入れすることになるが、避難するべき人が
安全に避難する計画がほぼない。

目的：平常時の見守りができる地域支援者を増やし、要
支援者が安全に避難できる地域を目指す。

取組：①要支援者支援ネットワークの
構築（情報交換会・ワーク
ショップ）

　　　②避難行動要支援者
　　　　名簿制度の周知（出前講座）

石畳ふれあい広場魅力向上事業（藤岡・藤岡南合同・３年目）
課題：石畳ふれあい広場の利用者数の推移は、減少傾向にあ

り、地域住民で構成される施設管理者だけでは、魅力
ある観光まちづくりに取り組むには限界がある。

目的：石畳ふれあい広場の魅力にさらなる価値を加えること
で、将来にわたって地域住民や地区外の人にも活用さ
れ、親しまれる空間に発展させる。

取組：①マレットゴルフ場整備
　　　②景観づくり・修景整備（看板）
　　　③足湯魅力向上事業
　　　④朝市魅力活性化事業

健康づくり事業
（藤岡・藤岡南合同・15年目）
課題：日常生活の中で、自ら実践できる健康

づくりの環境が整っていない。
目的：健康づくりに取り組める環境を整備す

る。
取組：地域の自主グルー

プへの講師の派遣

「自慢したいまち」藤岡の魅力発掘・発信事業（藤岡・藤岡南合同・１年目）
課題：地域から藤岡・藤岡南地域の魅力ある物や場

所のPRや発掘に関する要望が複数あるが、
藤岡・藤岡南地域の観光資源を活用した魅力
向上に関する取組が不足している。

目的：地域の魅力等の地域情報が効果的に発信され
住民が地域に愛着を感じるとともに、地域内
外からの来訪者が増加している状態を目指す。

取組：①地域情報の一元集約方法の検討
　　　②新しい地域資源（フジバカマ、

アサギマダラ等）の情報発信
　　　③加茂丘高校と連携した観光PR

次世代につなごう！「47災害体験者の記録」語り継ぎ事業（藤岡・藤岡南合同・２年目）
課題：47災害から50年が経過し、災害体験者の高齢化により災害の記憶の風化が危惧される。また、過去の

体験談についても防災・減災の「教訓・教材」として十分に活かされていない。
目的：災害体験者による記憶や教訓を記録に残し、記録から得られた情報を地域全体の防

災・減災意識向上に活かし、発災時に地域住民が自ら考え、行動できる状態を目指す。
取組：①47災害体験者からの体験談の聞き書き・撮影
　　　②体験談を取りまとめた冊子・映像の制作

支障木伐採事業（藤岡・藤岡南合同・１年目）
課題：生活道路沿いの木竹整備が不十分な場所にお

いて、歩行者や自動車の通行阻害や視距不良、
路面凍結によるスリップ事故等の交通事故の
発生が懸念される箇所が多くみられる。

目的：交通の妨げになっている支障木の伐採をする
ことで、生活道路の安全性向上を図る。

取組：①要望箇所の洗い出し、地域住民の合意、地
権者への承諾

　　　②自治区からの要望書
取りまとめ、現場確
認、実施可否決定、
伐採実施

　　　③伐採した樹木等の利活用

　御作小学校の児童が描いた絵が藤岡地域バス（ふじバス）にラッ
ピングされ、19日にそのお披露目会が行われました。お披露目会で
はラッピングの絵を描いた澤田倖奈さん（４年）と澤野結月さん
（４年）が、「自分の絵がラッピングされてうれしい。」「藤岡の
魅力を知ってもらえたら。」と感想や描いた絵に込めた思いを述べ
ていました。

問合せ　藤岡支所　地域振興担当　電話 76−2102

御作小学校の児童の絵を、ふじバスにラッピング

御作町の災害の様子

澤田倖奈さんの絵 澤野結月さんの絵

さわ だ ゆき な さわ の ゆ づき
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支所だより

Fujioka Inform
ation

No.209

皆さんの情報を
お待ちしております！ 〈ホームページ〉

http://www.city.toyota.aichi.jp

編集・発行／豊田市役所藤岡支所／毎月15日発行／〒470-0493  愛知県豊田市藤岡飯野町田中245／☎0565・76・2101
                E-mail ： fujioka-shisho@city.toyota.aichi.jp
※「ふじおか支所だより」のカラー版が

豊田市ホームページ⇒市政情報⇒地域振興部⇒藤岡支所でご覧になれます。

▶人口：19,313人（前年同月比：+59人）　
▶世帯数：7,506世帯（前年同月比：+159世帯）
▶交通事故発生件数：６件（累計：19件）
▶犯罪発生件数：情報なし（累計：９件）
▶火災発生件数：１件（累計：２件）
※人口、世帯数：令和５年１月１日現在
※事故等発生件数：令和４年12月発生分
　ただし、犯罪発生件数の累計数は令和４年11月末現在
※累計：令和４年４月1日～令和４年12月31日

豊田市藤岡地区のゆるキャラ
藤っ子　ふうちゃん

藤岡地区データ

※カラー版は
　こちらから確認

お知らせ

創業相談窓口
◯とき　毎週月曜日　午前10
時～午後４時　◯ところ　藤岡
商工会　◯内容　創業に必要な
準備等の相談　◯対象者　創業
予定者（創業に関心、興味のあ
る方）　◯参加費　無料　◯申
込み　窓口または電話にて受付中

ファイト・Ｋ・Ｂ（ボクシングエクササイズ）
◯とき　毎週金曜日　午後１時30分～２時30分　◯と
ころ　藤岡ふれあいの館　◯内容
　キックとパンチを取り入れたエ
クササイズでストレス発散と脂肪
燃焼　◯定員　先着20人　◯参
加費　2,000円／月　◯持ち物
室内シューズ、ヨガマット、タオ
ル、飲み物　◯申込み　受付中

親子リトミック教室
◯とき　４月～11月の第２・第４木曜日　午前10時30
分～11時15分　◯ところ　藤岡ふれあいの館　◯内容
　リズム遊び、製作遊び、表現
遊び、絵本の読み聞かせなど　
◯定員　先着15組　◯対象者
６か月以上の未就園児とその保
護者　◯参加費　600円／回　
◯持ち物　動きやすい服装、タ
オル、飲み物　◯申込み　受付中

３月石畳朝市
◯とき　３月４日（土）午前10時～正午　◯内容　ス
テージ、広場（フリーマーケット、屋台）、マレットゴ
ルフ大会、季節足湯『よもぎ湯』

４月石畳朝市
◯とき　４月１日（土）午前10時～正午　◯内容　ス
テージ、広場（フリーマーケッ
ト、屋台）、マレットゴルフ大
会、季節足湯『花湯』

みどりづくり研修
※申込みは、電話かホームページで受付（先着順）
①キンモクセイの整枝・剪定
◯とき　３月３日（金）①午
前10時～正午　②午後１時～
３時　◯ところ　緑化セン
ター実習舎　◯内容　キンモ
クセイの管理のポイントを学
び、整枝・剪定実習を行う　
◯定員　各回先着25名　◯申
込み　受付中

②ツバキの整枝・剪定
◯とき　３月４日（土）①午前10時～正午　②午後１
時～３時　◯ところ　緑化センター実習舎　◯内容　ツ
バキの整枝・剪定実習を行うとともに、樹形のつくり方
についても学ぶ　◯定員　各回先着25名　◯申込み
受付中

野鳥観察会Ⅳ
◯とき　３月５日（日）午前
９時30分～11時30分　◯とこ
ろ　昭和の森交流館附属棟に
集合（雨天決行）　◯内容
木々の芽吹きの中、さえずり
出した野鳥を観察する　◯定
員　なし　◯参加費　無料　◯申込み　当日直接会場

季節の花めぐり
①可憐なミスミソウ　②黄金色に輝くミモザ
◯とき　①３月８日（水）②３月25日（土）午前10時
～正午　◯ところ　緑化セン
ター相談コーナー前に集合（雨
天決行）　◯内容　園内を散策
しながら季節の花や施設につい
て案内　◯定員　なし　◯参加
費　無料　◯申込み　当日直接
会場

昭和の森を歩く会
①春の芽吹き　②春のかおり
◯とき　①３月11日（土）　②３月26日（日）午前９
時30分～11時45分　◯ところ　昭和の森交流館前に集
合（雨天決行）　◯内容　昭和の森の花・鳥・虫などを
観察する　◯定員　なし　◯参加費　無料　◯申込み
当日直接会場

藤岡商工会から（☎76・2612） 愛知県緑化センターから（☎76・2109）

藤岡ふれあいの館から（☎75・2105）

石畳ふれあい広場から（☎76・6577）

　98人が参加した式典では、代
表により誓いの言葉が述べられ、
藤岡中学生による藤中ソーラン
隊演舞が式典に花を添えました。
　催しの最後には、一人ひとり
の誓いを込めたドリームバルー
ンを、晴れ渡った大空に一斉に
放ちました。

藤岡地区  二十歳のつどい
藤岡ふれあいの館

1.8（日）

　スーツや晴れ着姿の127人の参加
者が式典に臨み、記念行事では記
念撮影や抽選会などが催され、友
人との久々の再会を喜んでいました。


